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単語の肯定度合いを可視化するワードクラウドを用いた議論の促進

大澤 怜二 ∗　　大沼 怜生 †　　川口 一画 ‡

概要. 議論は一般に発散段階と収束段階の二つの段階を経る．議論における進行を促進するために，ワー
ドクラウドが用いられることがある．しかし，これまでのワードクラウドを議論で用いた先行研究では，発
散段階への貢献が大きく，収束段階への貢献が十分に調査されていない．本研究では，ワードクラウドを用
いた議論における，収束段階の議論促進を目的として，文脈において各名詞がどの程度肯定的に用いられ
ているかを色を用いて可視化するシステムを提案する．提案システムでは，会議において言及された単語
をリアルタイムにてワードクラウドに反映する．その際に，議論の収束段階において必要とされる，個人間
における関心の差や，認知の違いを少なくする効果を期待して，表示される各単語に文脈に基づいた色を
付与する．今後は，提案システムを議論において用いることが，議論の収束段階において与える影響を評価
するための実験を行う．

1 はじめに
創造的な議論や意思決定のプロセスにおいて，議

論は一般に発散段階と収束段階の二つの段階を経る．
発散段階では，多様な視点や新しい発想を積極的に
取り入れることによるアイデアの創出が期待される．
一方，収束段階では，発散段階で提案されたアイデ
アや意見を精査し，具体的な方向性や解決策へと絞
り込んでいく．このプロセスを経ることにより議論
が結論する．
議論において，全文の文字起こしが用いられるこ

とがある．議論に要する時間が長くなると文字起こ
しの内容が多大になり，内容を理解する際の認知負
荷が高くなる [5]．この課題に対して，議論の内容
をワードクラウドにすることにより，一目見てその
概要の把握ができるということが示されている [9]．
また，発話内容がリアルタイムにて反映されるワー
ドクラウドを用いることにより，議論が促進される
と報告されている．飯島ら [10]によると，ワードク
ラウドが相手の発話内容を即座に理解することに役
立つと報告されている．Chandrasegaran[6] らによ
ると，言及されていない議題を議論に取り入れるこ
と，また，新しい単語がワードクラウドに現れたこ
とを要因として新たな議論が生まれることに効果が
あると報告されている．しかし，いずれも議論にお
ける発散段階への貢献が大きく，収束段階への貢献
が十分に調査されていない．
本研究では，ワードクラウドを用いた議論にお

ける収束段階を支援するためのアプローチとして，
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ワードクラウドの文字に色を付与する．文脈に基づ
いて文字に付与された色を変えることで，収束段階
において必要とされる個人間における関心の差 [7]
や，認知，解釈の違い [12]を少なくする効果が期待
される．この仮説を検証するために，表示される各
単語が文脈上においてどの程度肯定的に用いられて
いるか可視化するシステムを実装した．（図 1）．

図 1. 提案システムにより生成されたワードクラウドの
外観（「都会に住むなら分譲か賃貸か」という議題
についての議論をもとに生成）
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2 関連研究
2.1 ワードクラウドが議論において与える影響
ワードクラウドは議論において，参加者の発話

内容や議論の内容を即座に把握，あるいは推測す
ることを可能にする [9, 10]ということが報告され
ている．Aldalalah[4] らは，ウェブ環境におけるブ
レインストーミングにおいてワードクラウドを活
用することにより，参加者の創造的なアイデアの生
成を促進した．この研究においては，ワードクラウ
ドが参加者の発言を視覚的に強調し，重要なテーマ
を明確にすることにより，多様な意見やアイデアの
創出を助ける手段として機能することが示された．
Chandrasegaranら [6] の研究において，リアルタ
イムなワードクラウドの提示は，新たな単語の出現
を通じて参加者が意識していなかった議題を議論に
取り入れるきっかけを提供し，これによって新しい
議論が誘発されると言及されている．これにより参
加者は多様な視点からの発言が引き出され，議論は
活性化する．しかし，いずれの研究においても，言
及されている議論への効果は発散段階に対するもの
であり，ワードクラウドを用いた議論における収束
段階への直接的な効果は十分調査されていない．

2.2 議論の収束段階に関する調査
グループの意思決定や合意形成が行われる議論の

収束段階において，情報の選択と精緻化は重要な役
割を果たす．
これまでに，参加者間の知識や関心の差が悪影響

を与え，コミュニケーションを阻害する可能性 [12]
や，参加者間の理解に違いが生じることにより，結
果としてタスクに対する共通の理解が難しくなるこ
と [8] が示唆されている．また，Courseyら [7] に
よると，収束段階における意見の選択と洗練が強調
されており，個人やグループにおける認知の収束が
重要であることが確認されている．議論を重ねるこ
とで認知の違いをすり合わせ，収束を促進すること
が求められると報告されている．
本研究では，このような議論の収束段階において

ワードクラウドを用いる．この際，参加者間の認知の
収束を促すことを目的として，文脈に基づいてワー
ドクラウドの背景色を変更する手法を提案する．

3 システム
3.1 設計指針
2節で得られた知見に基に，表示される各単語が

文脈上においてどの程度肯定的に用いられているか，
色を用いて可視化するシステムを提案する．これは，
議論において発言されたことについて参加者間で認
識を近づけることを目的としている．まず，発話内
容をワードクラウドにその都度反映させることによ
り，会話の流れを視覚的に把握させることを狙う．

また，発話された内容における名詞が，文脈上にお
いてどの程度肯定的に用いられたかを数値化する．
その数値を基に，各名詞の議論における肯定の度合
いを色を用いて提示することにより，その名詞に対
して各参加者が抱く認識を統一させることを目指す．

3.2 実装
システムは，Reactを用いたWebアプリケーショ

ンとして実装した．発話内容をリアルタイムにワー
ドクラウドに反映させるために，まずGoogle Cloud
Speech-to-Text API[1]を用いて文字起こしを行う．
その後，文字起こしされた文章から，kuromoji.js[3]
を用いて名詞を抽出する．この際に，名詞の中でも
「代名詞」「非自立語」「接尾語」「一文字のひらがな」
「数」は，単体では議論の内容を推測することに直
接関与しないと考えられるため，除去する．
次に，抽出された名詞，およびその名詞が含まれ

る文までの文字起こしを基に，その名詞がその文章
においてどの程度肯定的に用いられているかを，-10
から 10までの数値にてOpenAI API（model: gpt-
4o-mini）[2] により判定する．各名詞に対して，判
定結果が正の数であれば変数 positive に，負の数で
あれば変数 negative に，絶対値を取って加算する．
ここで，positive の値が大きい場合には，「安心感」
や「信頼性」といった印象を与えポジティブな感情
を喚起するとされる青色 [11]を付与する．negative
の値が大きい場合には，「怒り」や「攻撃性」を象徴す
るとされ，ネガティブな感情を引き起こすとされる
赤色 [13]を付与する．また，positive と negative，
二つの変数が共に大きい場合には，色相において青
と赤の中間に位置し，「ミステリアス」をイメージさ
せる紫色 [11]を付与する．2 つの変数の和が大きい
ほど，濃い色を付与する．ワードクラウドにおいて
表示される各単語は，議論中において多く発話され
ているほどに大きく表示する．また，各単語におけ
る色の提示は，より色の視認性を高くすることを目
的として，文字そのものではなく文字の周りを円形
に，各単語に付与された色にて塗りつぶすという形
にて行った（図 1）．

4 おわりに
本研究では，ワードクラウドを用いた議論におけ

る，収束段階の議論促進を目的として，文脈におい
て各名詞がどの程度肯定的に用いられているかを，
色を用いて可視化するシステムを提案した．提案シ
ステムを用いることにより，議論中に言及された事
柄について，参加者間の認識を一致させることを狙
う．今後は，提案システムを議論において用いるこ
とが，議論の収束段階において与える影響を評価す
るための実験として，収束を必要とする議論テーマ
について，色が変わる条件および変わらない条件の，
参加者内比較を行う予定である．
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